
被災リスクを
回避する
バイパス整備

広島呉道路４車線化

４車線化により期待される効果
災害時には片側交互通行や対面通行を行うことにより，通行止め
時間の短縮が可能となり，発災時における早期の交通確保が可
能となる。また，交通容量の拡大による時間短縮や定時性の向上
などにより，観光振興や地域経済，地域社会を支える幹線道路と
しての機能向上が期待される。

坂北IC～呉IC間（12.2km）を山側へ拡幅し，
２車線から４車線に整備する事業。

▲上二河工区の完成イメージ（暫定整備時）

(主)呉平谷線
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